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1 「小さなことも 積み重なれば 大きくなる」という 意味の ことわざ・慣用句は?

ア 帯に短し たすきに長し イちりも積もれば山となる ウ 泣きっ面にはち

エさるも木から落ちる こたえ 

2 「思うように いかず もどかしい」という 意味の ことわざ・慣用句は?

ア 百 聞は一見にしかず イちりも積もれば山となる ウ 二階から目薬 エ 花より団子

こたえ 

3 「出るくいは打たれる」の 意味は?

アとても 苦労する イ 気が合う ウすぐれた人や 出しゃばる人は にくまれやすいこと

エどちらつかずで 役に立たない こたえ 

4 「首を長くする」の 意味は?

ア 身近なことは かえって 気づきにくいこと イ 今か今かと 待ちこがれる

ウ 好きなことは 熱心に するので 上 達しやすい エ思うように いかず もどかしい

こたえ 

5 「油を売る」の 意味は?

ア むだ話をして なまける イ 弱 点を 言われて 聞くのが つらい

ウ 自分に 都合よく 数を ごまかす エとても いそがしい こたえ 

6 「石の上にも三年」の 意味は?

アしんぼう強く 続ければ 成功する イ思いがけない 幸運が まいこむこと

ウせまい 知識だけで 広い 世界を 知らないこと エあきやすく 長続きしないこと

こたえ 

7 「すぐれた人や 出しゃばる人は にくまれやすいこと」という 意味の ことわざ・慣用句

は?

ア 油を売る イ 出るくいは打たれる ウ 耳が痛い エ 一寸の虫にも五分のたましい

こたえ 
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8 「気が合う」という 意味の ことわざ・慣用句は?

ア 顔が広い イ 泣きっ面にはち ウ 花より団子 エ 馬が合う こたえ 

9 「急がば回れ」の 意味は?

ア 土地が ちがえば 習 慣や ものも ちがうこと イ 急ぐときこそ 安全な道を えらぶ方が よい

ウとても いそがしい エとても おどろく こたえ 

10 「耳が痛い」の 意味は?

アもめごとの あと、かえって よい 状 態に なること

イすぐれた人や 出しゃばる人は にくまれやすいこと ウ 弱 点を 言われて 聞くのが つらい

エ思いがけない 幸運が まいこむこと こたえ 

11 「どちらつかずで 役に立たない」という 意味の ことわざ・慣用句は?

ア 花より団子 イねこの手も借りたい ウ 帯に短し たすきに長し エ 顔が広い

こたえ 

12 「知らなければ 心を みださず いられること」という 意味の ことわざ・慣用句は?

ア 知らぬが仏 イ 朱に交われば赤くなる ウ 石橋をたたいて渡る エ 早起きは三文の徳

こたえ 

13 「小さく 弱い者にも それなりの 意地が あること」という 意味の ことわざ・慣用句は?

ア 一寸の虫にも五分のたましい イ 三日ぼうず ウ 出るくいは打たれる エ 灯台もと暗し

こたえ 

14 「自分の 力では どうすることも できない」という 意味の ことわざ・慣用句は?

ア 手も足も出ない イとらぬたぬきの皮算用 ウ 顔が広い エ 善は急げ こたえ 

15 「雨降って地固まる」の 意味は?

ア 知らなければ 心を みださず いられること イよいと 思ったことは すぐに 行うのが よい

ウもめごとの あと、かえって よい 状 態に なること エひみつを すぐ話してしまう

こたえ 
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16 「とらぬたぬきの皮算用」の 意味は?

ア 手に入る前から あてにして 計画する イ 悪いことが 重なって 起こる

ウもめごとの あと、かえって よい 状 態に なること エとても いそがしい こたえ 

17 「水を得た魚」の 意味は?

ア 自分に 合った 場所で 生き生きする イ 何度 聞くより 一度 見る方が よくわかる

ウとても おどろく エすぐれた人や 出しゃばる人は にくまれやすいこと こたえ 

18 「どんな 所でも 住みなれれば いごこちよく 感じること」という 意味の ことわざ・慣用

句は?

ア 好きこそものの上手なれ イ 首を長くする ウ 早起きは三文の徳 エ 住めば都

こたえ 

19 「案ずるより産むがやすし」の 意味は?

ア 出歩けば 思いがけないことに 出会う

イ心配するより 実際に やってみると 案外 かんたんなこと

ウ 知らなければ 心を みださず いられること エ 自分に 都合よく 数を ごまかす

こたえ 

20 「目を丸くする」の 意味は?

アほしくて たまらない イとても おどろく ウ 自分に 都合よく 数を ごまかす

エ心配するより 実際に やってみると 案外 かんたんなこと こたえ 
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こたえ　しょう4 こくご「慣用句・ことわざ」 その3

1  イ ちりも積もれば山となる

2  ウ 二階から目薬

3  ウ すぐれた人や 出しゃばる人は にくまれやす

いこと

4  イ 今か今かと 待ちこがれる

5  ア むだ話をして なまける

6  ア しんぼう強く 続ければ 成功する

7  イ 出るくいは打たれる

8  エ 馬が合う

9  イ 急ぐときこそ 安全な道を えらぶ方が よい

10  ウ 弱点を 言われて 聞くのが つらい

11  ウ 帯に短し たすきに長し

12  ア 知らぬが仏

13  ア 一寸の虫にも五分のたましい

14  ア 手も足も出ない

15  ウ もめごとの あと、かえって よい 状態に な

ること

16  ア 手に入る前から あてにして 計画する

17  ア 自分に 合った 場所で 生き生きする

18  エ 住めば都

19  イ 心配するより 実際に やってみると 案外 か

んたんなこと

20  イ とても おどろく


